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筑波大学教育学会第13回大会公開シンポジウム

共生社会における新しい学校づくり

2014年度の第13回大会では，「共生社会における新しい学校づくり」というテ

ーマで公開シンポジウムを実施した。シンポジストは，浜田博文氏（筑波大学人

間系），角替弘規氏（桐蔭横浜大学スポーツ健康政策学部），上田孝典氏（筑波大

学人間系）の３名，コメンテーターは，細水保宏氏（筑波大学附属小学校），松本

末男氏（筑波大学附属学校教育局）の２名，そして，司会は，唐木清志（筑波大

学人間系）が務めた。

蠢．シンポジウム開催の趣旨

共生社会の実現は，今日，世界各国に共通する重要課題の一つになっている。

共生社会では，性別，年齢，人種，国籍，障がいの有無など，さまざまな違いの

ある人々がそれぞれ自立して，相互に支え合って主体的に暮らすことが望まれる。

そして，この共生社会の実現にとって，学校教育の役割は極めて重要になる。

しかしながら，学校内外には，共生社会の実現を阻む多くの課題が山積してい

る。例えば，学校内であれば，教職員の年齢構成の不均衡にともなって，勤務形

態や雇用形態の多様化が急激に進行し，教員の多忙化が大きな課題となっている

（「教職員の多様化・複雑化」）。その他にも，「児童生徒の多様化・複雑化」や「社

会の多様化・複雑化」に伴って発生するさまざまな課題もあり，共生社会におけ

る新しい学校づくりを構想するにあたっては，対症療法的な対応ではなく，構造

的な対応が望まれる。

本シンポジウムでは，以上のような学校を巡る状況を念頭に置きながら，共生

社会における学校づくりを阻んでいる課題とそれを解決する糸口を検討し，共生

社会における新しい学校像を展望することを目標に置いた。

蠡．発表内容

３名のシンポジストの発表内容を，以下に紹介してみたい。

まず，浜田氏からは，「教職員の多様化・複雑化」の視点より，共生社会におけ
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る学校づくりに関してご提案いただいた。発表冒頭で，学校経営学がご専門の浜

田氏は，二つの視点を提示された。それは，第一に，「共生社会における学校づく

り」を「“多様な人々がともに生きることを可能にする社会の形成者”が育ち合う

場として学校を再構築（再構成）する」という含意から理解すること，そして，

第二に，学校を相対的に独自性をもつ組織と捉え，教師と児童生徒の間で生み出

される教授・学習活動のありようを規定する主要因として組織条件を位置づける

こと，の二点である。氏の発表内容は，この第一の視点を意識しつつ，第二の課

題にいかに対応すべきかを提案するものであった。「学校スタッフ種別の多様化・

複雑化」「任用・勤務形態の多様化・複雑化」に関する具体的事実に触れられた後

で，氏の発表は「『多忙』解消策の中の『教師の専門性』」に関する課題提起へと

進んだ。例えば，多忙感を解消するために教師の仕事を切り売りするようになる

と，今度は教師の専門性が確保されなくなるといったように，この二つの重要な

問題を同時に解決することは極めて困難であり，したがって，共生社会の学校の

実現には総合的な対応が求められるという提案が，強く印象に残った。

次に，角替氏からは，「児童生徒の多様化・複雑化」の視点から，共生社会にお

ける学校づくりに関してご提案いただいた。角替氏がさまざまな形で実際に関わ

る，神奈川県大和市A小学校の国際教室における実践を，事例として取り上げな

がらの発表であった。氏の発表は，外国籍児童生徒の置かれた現状に関する説明

から始まった。最新の情報に基づきご説明いただいたが，特に印象に残ったのは，

外国籍児童生徒が学校に一人しかいない「一人在籍校」の割合が日本では相対的

に高く，この事実が外国籍児童生徒の学習指導を著しく困難にしているというこ

とであった。そこから，氏の発表はＡ小学校の国際教室に関する話題へと移った。

大和市では年々，国際教室の設置を増加させている。そのような中で，Ａ小学校

の国際教室には，36名の児童が在籍し（平成26年度），日本語指導，教科指導，生

活指導の多方面にわたり，さまざまな工夫がなされている。しかし，そこには課

題もまた存在する。例えば，学級担任との連携をいかに図るか，保護者との連携

をいかに図るか，児童の意識をいかに学習に向けさせるかなどである。これらを

踏まえ，氏の最終的な提案は，さまざまな課題を解消し，外国籍児童を自立した

学習主体へと育て上げるには，大和市，Ａ小学校，そして，国際教室の三者が連

携を図りながら，組織的かつ継続的な努力が求められるというものであった。

最後に，上田氏からは，「地域の多様化・複雑化」の視点から，共生社会におけ
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る学校づくりに関してご提案いただいた。氏の発表は，地域社会の変化が学校に

及ぼす影響が大きいことを，「学校規模の適正化」や「学校の適正配置」といった

近年の国家的教育政策を事例として取り上げ，説明するところから始まった。印

象的であったのは，今日の日本は，児童生徒数も学校数もともにあまり変化のな

い「現状維持型」の都道府県と，児童生徒数も学校数もともに大幅に減少してい

る「減少型」の都道府県に二極化され，この地域間格差が学校と地域の関係を巡

る議論をさらに複雑化させているということであった。氏の話題は，次に，共生

社会における学校と地域の連携が，これまでのところ，「開かれた学校」というス

ローガンの下で進められてきたことへと進んだ。そして，以上の事実を，茨城県

大子町を事例に，さらに詳しくご説明された。大子町では，学校教員を対象とし

た研修，児童生徒を対象とした授業や教室など，筑波大学と大子町の「連携・協

力に関する協定」締結に基づき，さまざまな事業が取り組まれている。多くの課

題を乗り越えつつ，今日に至っているこれらの事業の実態を踏まえ，氏が最終的

に行った提案は，「中山間地の閉塞しがちな社会の風通しを良くしながら，暮らし

に根ざした学校づくりをすることが共生社会の基礎になる」というものであった。

３名の発表を踏まえて，細水氏と松本氏からは特に，学校現場で長らく経験を

積まれてきたというお立場より，貴重な提案をいただいた。例えば，共生社会の

学校づくりが成功したか失敗したかの最終的な判断は，学校に通う児童生徒によ

っても行なわれるべきであると考えられるので，教員を含む学校教育関係者は常

に児童生徒に寄り添い，彼らの声に耳を傾けながら，学校づくりの評価をし続け

ることが求められる，といった提案があった。教育研究者はともすると，行政や

教員，保護者を含む地域の方々，つまり，大人の立場からのみ学校づくりについ

て議論をしようとするが，学校の主役は何と言っても児童生徒のはずである。学

校づくりの成否は，児童生徒の言動から計られるべきであろうという貴重な提案

を聞くことができたのは，本学会の運営が，研究者と，附属学校を中心とした学

校教員との連携のもとに営まれていることの賜物といえよう。

蠱．協議内容

３名のシンポジストと２名のコメンテーターの発表に続いて，フロアから意

見・質問を出していただき，短時間であったが，全体協議を行った。ここでは，

二つの論点に絞って，協議内容に触れておきたい。
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第一の論点は，共生社会における学校づくりでは「能力の格差」と，それを生

み出す社会構造の変化の問題を，どのように射程に入れながら議論と政策づくり

を進めるべきかというものである。例えば，親の世代が貧困であるとその子ども

たちも貧困から抜け出せなくなるという社会の階層化が，昨今の日本では大きな

社会問題の一つとなっている。共生社会で注目される「性別，年齢，人種，国籍，

障がいの有無」なども，この貧困問題と密接に関わっており，共生社会の実現に

影を落としている。共生社会における学校づくりを考える以上，この影から目を

背けるわけにはいかない。いずれにせよ，取り巻く社会と切り離して学校（づく

り）ついて議論することは不毛であり，より広く，社会との接点から，共生社会

における学校づくりに関する議論を深めることが求められる。

第二の論点は，児童生徒が学校の中で実際に多くを過ごすのは教室であり，具

体的には授業であって，共生社会における学校づくりにおいては，授業づくりも

同時に考えていかなくてはならないというものである。日本には，National

Curriculumである学習指導要領がある。そして，この学習指導要領が資質・能力

や教育内容を規定している。現在日本では，学習指導要領の改訂期を迎えている

が，その過程において，もし共生社会における学校づくりを念頭に置くができる

なら，共生社会ではどのような能力が必要とされるのか，共生社会ではどのよう

な教育内容が必要とされるのか，こういった議論を真摯に行う必要があるだろう。

学校づくりでは，カリキュラム開発や授業づくり，こういったことも合わせて議

論されるべきである。

以上の二つの論点を含み，熱心な協議を経て，シンポジウムは幕を閉じた。

学校づくりは，一両日でなされるようなものではない。大きな目標を持ちつつ

も，一つ一つの課題をコツコツと克服しながらなされる，地味で根気のいる取り

組みである。本シンポジウムを通して紡ぎ出された論点が，そのような真摯な取

り組みに関わる学校教育関係者にとって，課題解決の糸口の一つとなれば幸いで

ある。

（文責：唐木清志・筑波大学）
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